
冬の健康だより 

泉第２チェリーこども園 

 

 

●上記感染症は、医師に登園可能か確認後、登園願い(保護者記入)の提出が必要になります。 

●３８度を超える発熱がある場合は、翌朝熱が下がっても、解熱してから２４時間は自宅療養し、 

 食欲や機嫌、咳など回復をみて登園させて下さい。 

●兄弟姉妹が発熱している場合は、時差で発熱することも多く見られます。一緒にお休み頂くようご協力お願い 

 します。 

冬に流行しやすい主な感染症 

病  名 
 

主な症状 注意すること 

溶連菌感染症 ○発熱、咽頭扁桃炎、いち

ご舌などが特徴的な感

染症です。 

●飛沫感染や接触感染、経口感染に感染する為、 

手洗いの励行 

●病原体により発症するので、 

医師の指示通り、処方 

された薬を飲み切る事 

インフルエンザ ○発熱、頭痛、全身倦怠

感、筋肉痛、関節痛、

咳、鼻水などの症状が 

 見られます。 

●小児が罹患すると中耳炎の合併、熱性けいれんや

小児喘息の誘発、髄膜炎などを起こして重症化す

ることもある。 

感染性胃腸炎 ○ノロウイルス、ロタウイル

に感染することで発症。 

嘔吐や下痢の症状が見

られます。通常の食事が

とれるようになったら登園 

可能です。 

●子どもや高齢者などが感染すると重症化すること

がある。 

●感染経路は経口感染（汚染された食品を食べて感

染した人の嘔吐物や便などに触れた手を介して感

染）、飛沫感染 

（吐物などで生じたウィルスを含む飛沫を吸い込ん

で発症） 

おたふくかぜ 

(流行性耳下腺炎) 

○耳の真下にある耳下腺

が腫れる。 

○発熱、食欲不振などがみ

られます。 

●高熱が続く、頭痛が強い、何度も吐くといった症状

は髄膜炎を起こしている可能性があるため、予定

の再診を待たずに早めに受診すること。 

RSウィルス ○４～６日の潜伏期間のあ

と、咳・鼻水・徐々に咳が

酷くなり、ヒューヒュー・ゼ

ーゼーと喘鳴が伴ったり

する。 

●低年齢ほど重症化しやすく、呼吸状態が悪い場合

入院が必要になることもある。 

マイコプラズマ 

肺炎 

○咳。発熱は微熱から高熱

まで様々。中耳炎、発し

んを伴うこともある。 

●熱が無くても咳が 1週間以上続く場合は肺炎を 

起こしていないか 1度はレントゲンを撮ってもらった

方が良い。 

菌が残らないように医師

の指示通り抗菌薬を服用

し、数日経過後に登園可

能となります。 

日本感染症学会は

ワクチンの積極的

な接種を推奨してい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


